Reasonable Doubts Depicted in a Jury Movie by 藤崎 康彦
刑事裁判において「合理的な疑い」とはどのような意味か
―陪審員の評議を描いた映画の分析を通じて―









































































































































































































































































Cooley, Armanda et al., 1995, MADAM FOREMAN A Rush To Judgment? , Dove Books
iv 映画のスクリプトを入手する方法はいくつかある。１、インターネットのサイトである The Internet














vii 今回取り上げる予定で、断念した映画に、日本語題名『告発文書２』で英語原題がWe the Jury という
TVドラマが基の映画がある。これには法廷場面もあるが、主たる場面は陪審室の評議で、『１２人の怒れる
男』と対比させて論じることが、新たな興味関心を生み出してくれるように感じる。次の機会があれば取
り上げたい。
―１３７―
